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中京大学 教務センター 

2023年度秋学期定期試験について 
 

2023年度秋学期定期試験についてご案内します。定期試験期間中に実施される定期試験は、通常授業
の時間帯と異なりますので注意してください。また、不正行為をすると厳重な処罰が下されます。以下の
内容を必ず確認してください。 
 
1. 定期試験の実施について 
 
【定期試験実施の有無や実施方法】 

MaNaBoのお知らせ等、教員からの案内を確認してください。 
（例） 
・対面形式の定期試験 
・MaNaBoの Quiz機能を用いた定期試験 
・リアルタイム型の口頭試問 
・MaNaBoによるレポート提出 
 

【定期試験の実施期間及び試験時間割・教室】 

■定期試験実施期間 

2024年１月 26日（金）～2月 1日（木） 予備日：２月２日（金） 
定期試験は、上記期間の授業と同一曜日・時限で実施します。 

ただし、授業担当教員から別の曜日・時限や日程が指定される場合がありますので、MaNaBoのお知

らせ等、教員からの案内を確認してください。 

  

■定期試験時間割・教室（対面形式の定期試験のみ） 

１月 19日（金）に「定期試験時間割」を以下 URLのページに掲載します。 

https://www.chukyo-u.ac.jp/student-staff/academics/shiken.html 

試験教室は、通常授業と異なる場合があります。必ず「定期試験時間割」で確認してください。 

なお、「定期試験時間割」は、対面形式による定期試験を行う授業のみ掲載しています。 

オンライン形式による定期試験や、定期試験期間外に実施される試験に関しては、MaNaBoのお知

らせ等、教員からの案内を確認してください。 

 

https://www.chukyo-u.ac.jp/student-staff/academics/shiken.html


■試験時間帯 

定期試験期間中は、試験時間帯を適用します。通常の授業時間帯とは異なりますので注意してください 

（以下、学生便覧抜粋）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、遅刻限度は試験開始後 20分です。それ以降の入室は認めません。 

 
2. 対面形式による定期試験の不正行為について 
不正行為を行った場合、当該学期に定期試験が実施された全授業科目（レポートを除く）は不受験扱い 

「Ｆ」となり、かつ有期停学に処せられます。また、不正行為者は追試験を受験することもできません。 
 
【通信機器の持込みについて】 
時間を計る以外の機能が付いた時計や、スマートフォン等を所持していた場合、不正行為となります。
時間を計る機能のみを有した時計を持参するようにしてください。 
また、ノートパソコンを使用することはできません（かばんの中にしまってください）。 

 

 
 



3. オンライン形式による試験の注意点について 
 MaNaBoでオンライン形式による試験を受ける際に、画面に残り時間が表示されますが、残り時間が
実際の時間とずれて表示される可能性があります。必ずご自身の時計で時間を確認するようにしてくだ
さい。 
課題作成や試験受験時は、授業担当教員の指示に従ってください。従わない場合、中京大学試験規程の

趣旨に則り、処分が下る場合があります。以下が注意事項です。 
▼本人以外の者が履修者に代わって受験することは認めません。 
▼授業担当教員から許可されている場合を除き、他の履修者や家族等と相談して解答することは 
認めません。 

▼試験受験時は、参照を許可されていない資料を閲覧して解答することは認めません。 
▼他人の作成した内容やインターネット上の内容を複写（コピー＆ペースト）して解答することは 
認めません。 

▼作成した解答内容をインターネット上で公開したり他の履修者に教えたりしてはいけません。 
 

【不正行為として判断された場合の処罰（例）について】 
・有期停学 
・当該学期に定期試験が実施された授業科目すべてを「F」評価とする 
 
 
4. オンライン形式による定期試験を受験するための専用教室について ※希望者のみ 
 インターネット環境の通信不良などの事由により、「定期試験を受験できない」という申出は認めませ
ん。自宅のインターネット環境の通信不良などの事由により、試験当日にオンライン形式による定期試
験を受験することが難しい学生のために、大学側で「オンライン形式による定期試験を受験するための
専用教室」を用意します。事前申請が必要な教室もありますので、後日（１月 19日予定）配信する ALBO
お知らせを確認してください。 
※自宅等で受験が可能であれば、申請する必要はありません。 

 
以 上 

 


